
  

盛大に開催！ 

山辺里地区文化祭!! 
 

▼
１０
月
２８
日
(日)
、
山
辺
里
地
区
文

化
祭
を
山
辺
里
小
学
校
と
村
上
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
し
ま
し
た
。
▼
午
前
中
に
山
辺

里
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
た
芸

能
発
表
会
で
は
、
山
辺
里
小
学
校
全

校
生
徒
に
よ
る
「
合
唱
」、
山
辺
里

小
学
校
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
軽
快
な

ダ
ン
ス
、
鋳
物
師
若
衆
組
に
よ
る
迫

力
あ
る
獅
子
舞
、
山
辺
里
保
育
園
の

か
わ
い
ら
し
い
お
遊
戯
、
東
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
見
事
な
演
奏
な

ど
に
目
と
耳
で
芸
術
を
堪
能
し
ま

し
た
。
▼
特
に
、
鋳
物
師
の
獅
子
舞

が
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
て
客
席
を
回

り
始
め
る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
。
▼
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
恒
例
と
な
っ

た
山
辺
里
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
大
好
き
・
さ
べ
り
」
を
来
場
者

全
員
で
の
大
合
唱
。
一
体
感
の
あ
る

芸
能
祭
と
な
り
ま
し
た
。 
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   山辺里地区文化祭 

○小学校のランチルームでは、児童や地域の方の作品展示、恒例

となった「かぼちゃ重さあてクイズ」、「交通安全コーナー」な

どを開催しました。 

改善センターのようす 
○皆さまからご提供いただいた農産物は、あっという間に完売
となりました。東中学校ボランティア委員のみなさんも大活
躍してくれました。 
売り上げは、各集落公民館事業等で利用

できる備品購入費用に充てさせていただ
きます。 

 

正解者された方は以下のとおりです。500 円の商品券(大人)、図

書券(子供)が贈られました。(順不同) 

大人：木村光宏さん(門前)、吉田ツルさん(日下)、高橋明さん(山辺里)、 

   中村行善さん（山辺里）、高橋広幸さん（赤沢） 

子供：中村理人さん（山辺里） 

かぼちゃ重さあてクイズ！ 
今年のかぼちゃは 25.6kg(大人)と 
4.8kg(子供)でした！ 

御 礼 
この度は、山辺里地区文化祭を開催するにあたり、「農産物の

ご提供」「作品の出展」「芸能発表」など多くの方のご厚意をい
ただきました。また、準備から片づけまで作業に携わっていた
だいた実行委員、PTA、サポーターの皆さま他多くの方の支え
により、無事に終了することができましたこと厚く御礼申し上
げます。 

山辺里地区文化祭 実行委員長 中村 行善 



 

   

「鋳物師祭り屋台がきた!!」 
田村 善浩さん(鋳物師) 

準グランプリ 
「そーれっ」 
川内 好さん(鋳物師) 

準グランプリ 

「 １ ４ ４ ０
フォーティーンフォーティー

大失敗」 
川内 悟さん(鋳物師) 

グ
ラ
ン
プ
リ 

「
白
銀
の
朝
」 

伊
與
部 

順
一
さ
ん(

肴
町) 

「家族でみそづくり」 
川内 健二さん(山辺里) 

「川辺の夕暮れ」 
大滝 悦子さん(下相川) 

あふれる緑部門 

「山辺里の神楽がフェスタに参上！」 
川内 みき子さん(山辺里) 

はっしん委員会では、山辺里地区の魅力をおさめた「第 7 回フォトコンテスト」を実施。４４作品の応募

があり、審査の結果、受賞作品が決まりました。山辺里地区文化祭で展示したほか、入賞作品は、村上農

村環境改善センター玄関ロビーで展示しています。 

優
秀
賞 

「木の望遠鏡」 
大滝 佑里さん(高平) 

山辺里地区の魅力を再発見！さべりフォトコンテスト受賞作品 

「おらふぁ どうしょ」 
川内 愛子さん(鋳物師) 

つながる和部門 生き活き部門 



  

  

山辺里地区担当 伊藤 麻里 （電話 53-2111 内線 2４４２） 

佐藤 柑那（かんな）ちゃん 
- 下相川 - 

小林 珀翔（はくと）くん 

- 天神岡 - 近藤 楓叶（ふうと）くん 
- 四日市 - 

 

 

▼嬉しかったこと▼ 先日、ある方からこんな電話をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

この方は、毎年貧血はありましたが、今年は少し数値が悪化していました。毎年健診を受けていたからこ

そ気づけた変化です。また、きちんと先生に結果を持って行って相談してくれたからこそ見つかったと思い

ます。他にも良い変化がありました。10日間病院食を食べたら、HbA1c が 6.6%から 5%代に下がった

そうです。「家にいると色々口にしてしまう。やっぱり食べ物は大切なんだね」と実感されていました。 

私も話を聞きながら「じーん」とくるものがあり、保健師になって良かったなと思えた瞬間でした。まだま

だ力不足ではありますが、もっとデータを読み取る力をつけて、皆さんの健康づくりのお手伝いができたら

と思います。このように、思わぬところから病気が見つかることもあります。ぜひ毎年健診を受けて、ご自

身の変化を見てみてください。 

▽今後の予定▽ 
１２月 １日（土）記念植樹冬囲い 

まち協役員・委員全体会議 

８日（土）若衆会 クリスマスイベント 

１５日（土）健民少年団 募金活動 

   

※さべりの話題は、１２月１５日発行のさべり ing に掲

載予定です。 

健民少年団山辺里地区隊 
健民少年団山辺里地区隊 

髙橋 竹虎（たけとら）くん 

- 天神岡 - 

新生児訪問でお伺いした地区

の赤ちゃんをご紹介します 

 

あなたにお礼が言いたくて電話をしました。訪問してもらった時に、貧血だからお医者さんに相談した方

が良いと言われてかかりつけ医に相談しました。貧血なんて毎年あるから大丈夫だろうと思っていました

が、念のため胃と大腸のカメラをすることになりました。その結果、大腸がんが見つかりました。まだⅠ

度だったから、お腹は切らずに 4 つ穴をあけるだけの手術でしたし、入院も 10 日ほどで済みました。お

かげで今も元気に過ごせています。先生からも「健診を受けて良かったね。やっぱり市の健診は受けるべ

きだね」と言われました。本当に健診を受けて良かったと思っています。ありがとうございました。 

▼10 月 6 日(土)・10 月 7 日(日)に健民少年団山辺里

地区隊は毎年恒例の「新潟タウン研修」を行いました。

台風が近づいていたこともあり、日程を一部変更しまし

たが、雨などにも見舞われず無事に活動をすることが出

来ました。▼6日の午前の活動は福島潟のヨシを使い、

紙すき体験を行い、はがき作りに挑戦しました。手作り

の温かみ溢れるはがきは市販の物とは一味違います。団

員一人一人の個性が光る思い出の一品となりました。 

▼午後からはお楽しみの自由班に分かれての万代散策

です。各班とも事前に決めた場所での買い物や、夕食

はどこでどんなものを食べようかと様々な飲食店が

並ぶ中、思案する姿も見られました。▼7 日は「環境

と人間のふれあい館」を訪れ、新潟水俣病について学び

ました。アニメや時系列ごとにまとめられたパネル、係

員の方の丁寧な説明を受けて、団員たちは理解を深める

ことが出来ました。 

▼次回の活動は 12 月の「歳末募金活動」です。寒い中

での活動となりますが、元気に声を出して頑張りましょ

う!! 

 

 


